
一
頁

文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱

第
一

文
化
的
景
観
の
保
護

一

文
化
財
の
定
義
に
、
文
化
的
景
観
（
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
景
観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
）
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
二
条
関
係
）

二

文
部
科
学
大
臣
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
定
め
る
景
観
法
に
規

定
す
る
景
観
計
画
区
域
又
は
景
観
地
区
内
に
あ
る
文
化
的
景
観
で
あ
っ
て
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
保
存
の
た
め

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
百
三
十
四
条
関
係
）

三

重
要
文
化
的
景
観
が
そ
の
価
値
を
失
っ
た
場
合
等
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
三
十
五
条
関
係
）

四

重
要
文
化
的
景
観
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
所
有
者
等
は
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
百
三
十
六
条
関
係
）



二
頁

五

管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
重
要
文
化
的
景
観
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁

長
官
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
三
十

七
条
関
係
）

六

重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
変
更
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、

重
要
文
化
的
景
観
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
必
要
な
指
導
、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
三
十
九
条
関
係
）

七

文
化
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
等
に
つ
き
報
告
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
四
十
条
関
係
）

八

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
、
関
係
者
の
所
有
権
等
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
公
益
と
の
調
整
等
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
文
化
庁
長
官
は
、
勧
告
等

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
四
十
一
条

第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）



三
頁

九

国
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
保
存
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
物
件
の
管
理
等
に
つ
い
て
都
道
府
県
又
は
市
町
村

が
行
う
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
四
十
一
条
第
三
項

関
係
）

第
二

民
俗
技
術
の
保
護

民
俗
文
化
財
の
定
義
に
民
俗
技
術
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
関
係
）

第
三

登
録
制
度
の
拡
充

一

登
録
有
形
文
化
財
制
度
の
拡
充

登
録
有
形
文
化
財
制
度
を
、
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
に
も
拡
充
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
章
第
二
節
関
係
）

二

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
制
度
及
び
登
録
記
念
物
制
度
の
創
設

有
形
の
民
俗
文
化
財
及
び
記
念
物
に
つ
い
て
、
登
録
有
形
文
化
財
制
度
と
同
様
の
登
録
制
度
を
創
設
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
九
十
条
、
第
百
三
十
二
条
及
び
第
百
三
十
三
条
関
係
）

第
四

文
化
審
議
会
へ
の
諮
問

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
等
並
び
に
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
登
録
記
念
物
の
登
録
等
に
つ
い
て



四
頁

、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
五
十
三
条
関
係
）

第
五

国
に
関
す
る
特
例

重
要
文
化
的
景
観
並
び
に
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
登
録
記
念
物
に
つ
い
て
、
国
に
関
す
る
所
要
の
特
例
を
定
め
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
章
第
二
節
関
係
）

第
六

罰
則

重
要
文
化
的
景
観
並
び
に
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
登
録
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
届
出
等
の
規
定
に
違
反
し
た
者
等

に
対
す
る
過
料
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
百
一
条
か
ら
第
二
百
三
条
ま
で
関
係
）

第
七

施
行
期
日
等

一

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

文
化
財
保
護
法
に
お
い
て
条
文
の
枝
番
号
を
整
理
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
か
ら
附
則
第
十
五
条
ま
で
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。


